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わが国におけるサビカクムネヒラタムシ類の種類と分布

昭和43～44年度全国統一指定課題　国内における貯穀害虫相の総合調査
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昭和43年度から44年度にかけて全国統一指定課題「国

内における貯穀害虫相の総合調査」を実施し，1,428枚

の野帳が集められた。このうち，サビカクムネヒラタム

シ類 Cryptolestes spp.についての集計および分析を終

了したのでここに報告する。

第1表　 世界で貯蔵農産物から発見されている

Cryptolestes属の種と分布（Lefkovitch，

1962ほかによる）

　　種　　　　　　    　　　分 　布
C.  capensis (WALTL）　　　    ヨーロッパ，南アフリカ

ホソカクムネヒラタムシ

C.  ferrugineus (STEPHENS）    世界共通種

サビカクムネヒラタムシ

C.  turcicus(GROUVELLE）　　  オーストラリアとニュー

　トルコカクムネヒラタムシ　ジランドを除く世界の温

暖地

C.pusilloide (STEEL＆　　    南アフリカ，南アメリカ

HOWE）　　　　　　　　　　およびオーストラリア

ハウカクムネヒラタムシ

C.pusillus(SCHONHERR）　　    熱帯共通種

カクムネヒラタムシ

C.ugandae STEEL＆HOWE　      中央アフリカ

ウガンダカクムネヒラタム

シ（新称）

わが国におけるサビカクムネヒラタムシ類の種類と分

布にっいて調査したが，大要次のようにまとめることが

できよう。

1　 わが国には，貯蔵農産物に発見されるサビカクム

第1表　 施設・寄主別発見件数（fer.＝ferrugineus,pus.＝pusillus,tur.＝turcicus）
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第2表　地域別発見件数
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ネヒラタムシ類として，C.  ferrugineus,    C. pusillus,

および C. turcicus の3種が分布している。

　2.  C. pusillus は明らかに南西に偏って分布してい

る。この種は九州では夏季，貯穀および穀類加工品で最

も普通に発見される。

　3．  C.  ferrugineus および　C.. turcicus は全国に分

布していることが確められた。

　第1図  わが国におけるサビカクムネヒラタム

　　　　　シ類3種の分布

　考察：

　サビカクムネヒラタムシ類3種がこのように分布を異

にしているのは，それぞれ種特異性があることを示すも

のである。まず第一に，温度適応性が考えられる。

　Solomon および Adamson（1955）は，英国において

サビカクムネヒラタムシ類4種類の自然状態での越冬能

力を調査し，ferrugineus および turcicus の2種が耐

寒性が強かった旨述べている。 特に ferrugineus は暖

房していない倉庫で普通に見つかる種であり，最も耐寒

性が強いという。Currie（1967）はサビカクムネヒラタ

ムシ類3種の耐寒性を次のように示している。

　　　　

強　　　　中　　　　弱

　わが国で，pusillus が南西に偏って分布しているの

は，本虫の耐寒性が主に関与しているものである。

pusillus は分布からみても世界の熱帯一亜熱帯に広く分

布しており，高温・多湿という条件によく適応してい

る。わが国の夏の状態がこの高温多湿である。

　今回の調査では福島一新潟を結ぶ線から北では pusil-

 lus が発見されていないが，この事実は pusillus が定

着しえない地域を大体示すものであろう。この線以南で

も勿論冷山岳地帯には定着しえない筈である。

　施設別にみれば turcicus は製粉工場に多い傾向が認

められた。turcicus の幼虫は ferrugineus の幼虫に比
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べて振動する環境に耐えるという研究もあり，（Milnes，

R．H．未発表）その点では turcius は製粉工場に適応

した種ということができる。製粉工場で機械工程の中で

発見されるのは例外なく本種であった。

　（付）トルコカクムネヒラタムシの学名について

　1876年，Grouvelle はトルコからの乾果を害していた

ヒラタムシの1種を記載し，Laemophloeus turcicus と

命名した。この学名はその後ずっと使われてきた。しか

し，1964年になってLefkovitchの研究により L.tur-

ticus  は1874年 Reitter がわが国から記載したL.
immundus  のシノニムということが判り，したがって

わが国が本種の Type Localityということになった。

本来ならば学名は C.immundus の方を使用すべきであ

るが，動物命名規約の特例により C.turcicus が引続き

使われることになった。また，本種は戦後わが国に定着

したのではないかという説もあったが，上のいきさつに

より，戦前からわが国に分布していたことになる。
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